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独立行政法人

日
立
は
２
０
０
８
年
度
の
大
規
模

な
赤
字
以
降
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
を
試
み
て
き
た
。
現
在
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
。

社
会
の
課
題
を
日
立
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
だ
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し
て
特

に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
戦
略
を
強
化

し
て
い
る
。
Ｍ
＆
Ａ
や
顧
客
と
の
関

係
性
を
強
化
し
な
が
ら
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い

る
。

の
知
が
実
用
化
に
つ
な
が
っ
て
き

た
。こ

れ
ら
の
組
織
が
お
互
い
に
協
力

し
、
技
術
移
転
を
双
方
向
で
進
め
て

き
た
根
幹
に
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
。
産
学
連
携
が
成
功

す
れ
ば
、
企
業
は
知
識
・
技
術
・
人

的
資
源
・
資
金
を
得
ら
れ
る
。
ま
ず

は
、
技
術
移
転
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
設
定
が
大
切
だ
。

な
ぜ
産
学
連
携
が
必
要
な
の
か
。

大
学
は
世
界
の
知
能
創
生
に
あ
た

り
、
研
究
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て

き
た
。
企
業
も
長
期
間
に
わ
た
っ
て

投
資
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
大
学

方
が
重
要
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
米

国
で
は
博
士
号
を
持
つ
発
明
者
の
割

合
が
格
段
に
高
い
こ
と
が
重
要
な
要

因
だ
。

第
二
に
、
米
国
の
場
合
は
小
企
業

の
発
明
の
割
合
が
高
く
、
か
つ
そ
の

研
究
開
発
の
資
金
源
と
し
て
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
日
米
の

大
き
な
違
い
が
あ
る
。

ま
ず
企
業
の
サ
イ
エ
ン
ス
活
用
能

力
が
重
要
だ
。
我
々
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
米
国
企
業
と
異
な
り
、
日
本
企

業
で
は
、
研
究
開
発
の
着
想
源
と
し

て
科
学
技
術
文
献
よ
り
特
許
文
献
の

ト
だ
ろ
う
。

産
学
連
携
の
取
り
組
み
も
進
ん
で

は
い
る
が
、
人
的
流
動
性
は
驚
く
ほ

ど
少
な
い
。
流
動
性
を
高
め
る
た
め

に
は
、
組
織
や
人
事
の
壁
を
壊
す
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
鍵
で
も
あ
る
。
今
後

は
ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
ド
に
焦
点
を
当
て

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
作

り
込
み
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計

画
作
成
に
向
け
議
論
し
て
い
る
。
い

か
に
低
コ
ス
ト
で
外
部
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
種
を
取

り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
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ソンスクール教授
全米経済研究所
リサーチアソシエイト
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人
レ
ベ
ル
の
発
信
者
も
ビ
ジ
ネ
ス
上

の
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
。

資
本
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
ヒ
ッ

ト
を
出
す
可
能
性
が
あ
り
、
実
際
、

米
国
で
は
自
己
出
版
か
ら
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
メ
デ
ィ
ア
業

界
に
と
っ
て
は
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ

た
が
、
新
規
参
入
者
と
消
費
者
に
と

っ
て
は
朗
報
だ
っ
た
。

音
楽
、
書
籍
、
映
画
な
ど
メ
デ
ィ

ア
業
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
近

年
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
も
な
い
完
全

に
崩
れ
た
。
製
造
販
売
コ
ス
ト
の
低

下
で
新
規
参
入
が
容
易
に
な
り
、
個

タ
ル
経
済
の
進
展
に
よ
っ
て
、
革
新

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ト
ラ
イ
・
ア

ン
ド
・
エ
ラ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
企
業
が
中
心
の
日
本
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
起
業
家
精
神
）
を
育
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
長
期

雇
用
制
度
な
ど
、
一
足
飛
び
に
変
え

ら
れ
な
い
仕
組
み
が
あ
り
、
日
本
型

の
モ
デ
ル
の
構
築
が
急
務
だ
。

◉
モ
デ
レ
ー
タ
ー
総
括

産
学
連
携
に
つ
い
て
は
、
日
本
に

お
い
て
も
バ
イ
ド
ー
ル
法
な
ど
米
国

の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
か
な
り

進
ん
で
き
て
い
る
。
し
か
し
、
デ
ジ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

日
本
の
特
異
点
と
は
？

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
日
々

進
化
し
て
い
る
。
日
本
経
済
再
生
の

原
動
力
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

欠
か
せ
な
い
。
日
本
の
強
み
は
技
術

力
だ
が
、
外
と
の
連
携
が
薄
く
、
自

発
性
に
欠
け
る
。
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
初
代

所
長
の
青
木
昌
彦
先
生
は
日
本
の
特

質
を
組
織
内
と
外
で
隔
た
り
の
あ
る

内
閣
府

総
合
科
学
技
術
・イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
議
員

原
山
優
子
氏

「
仕
切
ら
れ
た
多
元
主
義
」
と
呼
ん

だ
。新

た
な
社
会
で
日
本
の
強
み
を
維

持
で
き
る
か
ど
う
か
が
課
題
だ
。
第

５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
は
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
政
策
の
中
核
的
存

在
に
な
る
。
将
来
の
社
会
に
向
け
た

準
備
、
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応
、

基
盤
へ
の
投
資
が
三
本
柱
だ
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
展
開
は
も

と
よ
り
、
個
人
と
組
織
の
協
働
が
必

要
だ
。
今
後
は
組
織
の
外
と
の
取
引

を
日
本
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
げ
る

と
い
う
し
た
た
か
な
筋
書
き
を
描
け

る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

基
調
講
演

米国の経験から

Ｍｏｔｕ経済・公共政策
研究所所長・上席研
究員 全米経済研究所
リサーチアソシエイト

アダム・
ジャッフィー 氏

公
的
研
究
資
金
の
効
果
を
評
価
す

る
に
は
支
援
先
選
定
時
の
選
択
バ
イ

ア
ス
の
見
極
め
が
必
要
だ
。
例
え
ば

支
援
先
を
優
秀
と
み
な
し
て
選
択
す

る
と
、
成
功
し
た
と
き
、
支
援
の
効

果
な
の
か
も
と
も
と
の
能
力
な
の
か

判
別
し
難
い
。
こ
れ
が
選
択
バ
イ
ア

ス
だ
。

評
価
事
例
の
１
つ
は
基
礎
研
究
対

象
の
マ
ー
ス
デ
ン
基
金
だ
。
小
規
模

だ
が
レ
ベ
ル
は
高
く
、
論
文
数
は
15

％
増
加
し
た
。
２
つ
目
は
企
業
へ
の

助
成
金
。
統
計
局
の
デ
ー
タ
を
使

い
、
助
成
金
の
有
無
で
企
業
を
比
較

分
析
し
て
い
る
。
３
つ
目
は
測
定
方

法
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
イ
ン
パ
ク
ト
な

ど
の
分
析
。
ネ
ッ
ト
社
会
で
は
多
く

の
情
報
を
個
人
で
収
集
で
き
る
た

め
、
測
定
方
法
も
多
様
化
し
て
い

る
。

公的研究資金の効果を評価するためのフレームワーク

マサチューセッツ工科大
学スローン経営大学院
教授 全米経済研究所リ
サーチアソシエイト

スコット・スターン 氏

遺
伝
子
研
究
で
企
業
に
知
財
権
が
あ
る
マ

ウ
ス
と
、
オ
ー
プ
ン
な
マ
ウ
ス
を
比
較
し
て

み
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
な
ど
の
条
件
が
つ

く
企
業
所
有
の
マ
ウ
ス
は
研
究
を
制
限
す
る

一
方
、
オ
ー
プ
ン
な
マ
ウ
ス
は
研
究
の
多
様

化
や
新
規
参
入
者
増
加
な
ど
の
効
果
が
あ
っ

た
。オ

ー
プ
ン
な
衛
星
画
像
の
利
用
を
鉱
脈
発

見
に
つ
な
げ
た
研
究
例
も
あ
る
。
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
革
新
的
発
見
を
目
指
す

起
業
家
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

過
去
の
遺
産
を
活
用
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
生
む
に
は
適
切
な
制
度
が
不
可
欠

だ
。
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
調
査

で
は
、
オ
ー
プ
ン
な
材
料
の
論
文
引
用
数

は
１
２
２
％
増
え
て
い
た
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
戦
略

界
初
の
発
明
だ
っ
た
。
発
明
の
入
手
先
は
外

部
と
い
う
回
答
は
半
数
近
く
あ
り
、
そ
の
う

ち
顧
客
か
ら
と
い
う
の
が
最
多
だ
っ
た
。

大
学
や
個
人
発
明
家
な
ど
か
ら
の
取
得
は

17
％
程
度
。
入
手
方
法
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
多
く
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
重
要
な
発

明
の
ソ
ー
ス
だ
っ
た
。
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

へ
の
依
存
や
安
価
等
の
理
由
で
顧
客
か
ら
の

発
明
入
手
件
数
は
多
い
が
、
価
値
で
比
較
す

る
と
専
門
家
か
ら
の
入
手
の
方
が
高
い
と
い

う
調
査
結
果
を
得
た
。

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
効
率

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
率
の
２
つ
の
効
果
が

あ
る
。
米
国
の
製
造
業
で
売
り
上
げ
が
伸

び
た
製
品
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

40
％
強
が
新
製
品
で
そ
の
う
ち
36
％
は
業

デューク大学
経営大学院教授
全米経済研究所
リサーチアソシエイト

アシシュ・アローラ 氏

米
国
製
造
業
に
お
け
る
発
明
と
そ
の
商
業
化

政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講演
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